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■ 鈴木真主任司祭　主日ミサ説教
2021年５月16日　主の昇天　Ｂ年
マルコ福音書　16章15 ー 20節
　「主の昇天」…〈イエスが天に昇る〉というのは、
不思議な表現だな、と毎年思います。そして、これ
も毎年言うことですが、イエスが天に昇る場面を具
体的に描くのは、第１朗読の『使徒言行録』も含
めてルカだけです。今日の福音のマルコは、ちょっ
と象徴的ですね。「主イエスは…天に上げられ、神
の右の座に着かれた。」でもすぐそのあとに「主は
彼らと共に働き…」とありますから、これは弟子た
ちにとって、決してイエスが自分たちから離れてし
まった体験ではない、と言えると思います。
　「天の父」という表現もあるように、古代の人た
ちにとって「天」は神さまの領域、でした。そこか
らすれば、イエスもまた「神さまの領域におられる
方となった」ということなのかもしれません。

マタイは、もっとわかりやすく、その福音を締め
くくります。「わたしは世の終わりまで、いつもあ
なたがたと共にいる。（マタイ28：20b）」〈共にい
てくださる神〉、それがマタイ福音書を貫く大きな
テーマですが、これは旧約においても、繰り返し神
さまから発せられるメッセージでもあります。例え
ば『出エジプト記』において、神さまがモーセをエジ
プトに派遣しようとする際、モーセは、しり込みして、
あの手この手で断ろうとしますが、そんなモーセに
神さまは何度も「このわたしが、いつもあなたと共
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にいる」と言われます。新約においては、イエスとい
うお方こそがそのしるし、ということなんでしょう。
　つまり「キリストの復活」とは、時代を超えて、
いつもキリストがわたしたちと共にいてくださる
ということ、さらにそのキリストを通して、神さま
はいつの時代にあっても、どんな時にも、わたした
ちに呼びかけられ、わたしたちに働きかけられてい
るということ、と言えるかもしれません。
　〈共にいてくださるキリスト〉…今年も復活節の
締めくくりを迎えるにあたって、それを改めて心に
留めたいと思います。


